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①要約： 

このアイデアは、共有スペースの予約システムをブロックチェーン技術とスマートフォン

のスマートロックを組み合わせて管理するものです。ユーザーは予約をスマートフォンで

行い、ブロックチェーンによって契約内容が管理され、支払いが行われると電子ロックが

解除される仕組みです。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、従来の予約システムにおけるセキュリティ上の問題（ハッキング

や不正予約など）を解決し、共有スペースの効率的な利用を可能にすることです。スマー

トロックとブロックチェーンの組み合わせにより、安全性や透明性を高め、自動化された

予約システムを実現することが目的です。 

 

③新規性： 

このアイデアは従来の予約システムとは異なり、ブロックチェーン技術とスマートロック

を組み合わせて共有スペースの予約管理を行うという点で新規性を持っています。ユーザ

ーがスマートフォンで予約を行い、支払いと契約がブロックチェーン上で自動化される仕

組みは、これまでにない革新的な方法です。 

 

④独自性： 

このアイデアは、マスターカードが特許を取得している点からもわかるように独自性を持

っています。スマートロックとブロックチェーンを組み合わせた共有スペースの予約管理

システムは、他社にはない独自のテクノロジーを活用しています。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、共有スペースのより効率的な運用が可能となることから経済価値を持っ

ています。セキュリティや透明性が向上することで、不正行為を防ぎ、スムーズな予約と

利用が可能となります。また、自動化された支払いシステムにより、管理コストの削減や

効率化が期待されるため、ビジネスやサービス提供側にも利益をもたらす可能性がありま

す。 


